
 

 

 

 
  

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せい

日
じつ

みことばのタイトル 

 

 

聖
せい

日
じつ

聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

 

 
聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 
 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

をして礼拝
れいはい

をささげ 

みことばを私
わたし

の生活
せいかつ

に適用
てきよう

する 

ことまで、すべてが礼拝
れいはい

です 
 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

のチェック 

 

  聖書
せいしょ

 
 

  献金
けんきん

 

 

  筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 
 

 ＜子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

＞ 

 

 週報
しゅうほう

を読
よ

む 

 

 

一週間
いっしゅうかん

握
にぎ

るみことば 

Ⅰサム 1:9～11 シロでの食事
しょくじ

が終
お

わって、ハンナは立
た

ち上
あ

がった。そのとき、祭
さい

司
し

エリは、主
しゅ

の宮
みや

の 柱
はしら

のそばの

席
せき

にすわっていた。ハンナの 心
こころ

は痛
いた

んでいた。彼女
かのじょ

は主
しゅ

に祈
いの

って、激
はげ

しく泣
な

いた。そして誓願
せいがん

を立
た

てて言
い

った。「万軍
ばんぐん

の主
しゅ

よ。もし、あなたが、はしための悩
なや

みを 顧
かえり

みて、 私
わたし

を 心
こころ

に留
と

め、このはしためを忘
わす

れず、このはしために 男
おとこ

の子
こ

を授
さず

けてくださいますなら、私
わたし

はその子
こ

の一 生
いっしょう

を主
しゅ

におささげします。そして、その子
こ

の 頭
あたま

に、かみそりを当
あ

てません。」 

 

1.ハンナが体験
たいけん

していた苦
くる

しみがありました 

1）ハンナは長
なが

い間
あいだ

、子
こ

どもが生
う

まれない苦
くる

しみがありました（1:5） 

2）もうひとりの妻
つま

のペニンナがハンナを苦
くる

しめました（1:6） 

3）夫
おっと

のエルカナが悲
かな

しむハンナを慰
なぐさ

めました（1:8） 

 

2.ハンナの祈
いの

りに答
こた

えられました 

1）ハンナは心
こころ

を痛
いた

めて）、泣
な

きわめいて神様
かみさま

に祈
いの

りました（1:10） 

2）ハンナは契約
けいやく

を握
にぎ

って、誓願
せいがん

を立
た

てて祈
いの

りました（1:9～11） 

3）ハンナが誓願
せいがん

を立
た

てて祈
いの

った答
こた

えとしてサムエルが生
う

まれました（1:20） 

 

3.ハンナは祈
いの

りで神様
かみさま

をほめたたえました 

1）子
こ

どもが与
あた

えられなかったハンナが、７人
にん

の子
こ

を産
う

むようになりました（2:5） 

2）「主
しゅ

は殺
ころ

し、また生
い

かし、」（2:6） 

3）「主
しゅ

は、貧
まず

しくし、また富
と

ませ、」（2:7） 

4）「主
しゅ

は、はむかう者
もの

を打
う

ち砕
くだ

き」（2:10） 

か  
サムエルが生

う

まれました 



 

 

 

  

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰサム 3:19 サムエルは成 長
せいちょう

した。主
しゅ

は彼
かれ

とともにおられ、彼
かれ

のことばを一
ひと

つも地
ち

に落
お

とされなかった。 

 

1.神
かみ

の人
ひと

が祭
さい

司
し

エリの家
いえ

に下
くだ

るさばきを伝
つた

えました（Ⅰサム 2:27～36） 

1）祭
さい

司
し

エリは、主
しゅ

にささげるいけにえよりも息
むす

子
こ

を重
おも

んじました（2:28～29） 

2）主
しゅ

なる神様
かみさま

は、ご自
じ

分
ぶん

をさげすむ者
もの

は軽
かろ

んじられると言
い

われました（2:30） 

3）祭
さい

司
し

エリの家
いえ

には年
とし

寄
よ

りがいなくなると言
い

われました（2:31） 

 

2.幼
おさな

いサムエルは主
しゅ

の御
み

声
こえ

を聞
き

きました 

1）サムエルは契約
けいやく

の箱
はこ

の置
お

かれた主
しゅ

の宮
みや

で寝
ね

ていました（3:1～3） 

2）そのころ、主
しゅ

のことばはまれにしかありませんでした（3:1） 

3）主
しゅ

なる神様
かみさま

は幼
おさな

いサムエルを三
さん

度
ど

も呼
よ

ばれました（3:6～10） 

 

3.サムエルのことばは一
ひと

つも地
ち

に落
お

ちませんでした 

1）サムエルは祭
さい

司
し

エリに、見
み

た黙
もく

示
し

を語
かた

りました（3:15～18） 

2）「サムエルは成長
せいちょう

した。主
しゅ

は彼
かれ

とともにおられ、 

彼
かれ

のことばを一
ひと

つも地
ち

に落
お

とされなかった。」（3:19） 

 

 

 

か  

サムエルにも 

幼
おさな

い時期
じ き

がありました 

聖
せい

日
じつ

みことばのタイトル 

 

 

聖
せい

日
じつ

聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

 

 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 
 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

をして礼拝
れいはい

をささげ 

みことばを私
わたし

の生活
せいかつ

に適用
てきよう

する 

ことまで、すべてが礼拝
れいはい

です 
 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

のチェック 
 

  聖書
せいしょ

 
 

  献金
けんきん

 

 

  筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 
 

 ＜子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

＞ 

 

 週報
しゅうほう

を読
よ

む 

 

 

一週間
いっしゅうかん

握
にぎ

るみことば 



 

 

 

  

学
がく

院
いん

福
ふく

音
いん

化
か

２課
か

 適
てき

用
よう

 知
ち

識
しき

iN 

 

サムエルが歩
あゆ

んだ契約
け い や く

の旅程
りょてい

 
 

 
 

 

こんにちは。 私
わたし

はイスラエル最
さい

後
ご

の士師
し し

サムエルです。 

サウル王
おう

とダビデ王
おう

を立
た

てたので、人
ひと

は 私
わたし

のことを 

「キングメーカー」と呼
よ

びます。 

え？ダビデの 話
はなし

は聞
き

いたことがあるけれど、 

私
わたし

のことは知
し

らないって？ 

きょうは、ダビデもよく知
し

る 私
わたし

のことを話
はな

します。 

よく聞
き

いてくださいね。 

 

01. ハンナが契約
けいやく

として握
にぎ

った 

           ナジル人
びと

とはなんでしょうか（I サム 1:11） 

サムエルの母
はは

ハンナは、息
むす

子
こ

を産
う

むことができなくて 涙
なみだ

を流
なが

して 

祈
いの

っていたとき、神様
かみさま

の必要
ひつよう

はナジル人
びと

である子
こ

どもだと悟
さと

ったの 

でした。ナジル人
びと

いうのは、神様
かみさま

に献身
けんしん

するため、特別
とくべつ

に約束
やくそく

をした 

人
ひと

のことです。サムエルの場
ば

合
あい

は、生
う

まれた瞬 間
しゅんかん

から神様
かみさま

にささげ 

られた人
ひと

でした。期
き

間
かん

を定
さだ

めてナジル人
びと

として生
い

きた人
ひと

もいます。 

注意
ちゅうい

すべき点
てん

として、彼
かれ

らは特定
とくてい

の食
た

べ物
もの

を避
さ

け、飲酒
いんしゅ

を絶対
ぜったい

に 

行
おこな

わず、献身
けんしん

のしるしとして、髪
かみ

の毛
け

を切
き

りませんでした。 

代 表 的
だいひょうてき

なナジル人
びと

だったサムソンは髪
かみ

の毛
け

を切
き

らなかったことを 

知
し

っているでしょう。 

 

02. ペリシテはどんな偶像
ぐうぞう

をおがんでいましたか 

サムエルが生
い

きていた時
じ

代
だい

、ペリシテとの戦争
せんそう

が 最
もっと

も大
おお

きなわざわいだったと言
い

えるでしょう。 

さらに大
おお

きな問題
もんだい

は、ペリシテの偶像
ぐうぞう

をイスラエルの人々
ひとびと

も一緒
いっしょ

におがんでいたことです。 

祭
さい

司
し

エリは、神様
かみさま

の御
み

声
こえ

を聞
き

くことができず、彼
かれ

の息
むす

子
こ

であるホフニとピネハスは、 

いつも悪
わる

いことばかりをしていました。 

そのとき、ペリシテがダゴンの神
かみ

の名
な

前
まえ

で攻撃
こうげき

しました。ペリシテは、なぜ 

そのようにしたのでしょう。ペリシテの偶像
ぐうぞう

として代 表 的
だいひょうてき

なものはバアル、 

アシェラ、ダゴンです。中
なか

でも、ペリシテはダゴンをもっとも崇拝
すうはい

する国
くに

でした。 

ペリシテは海
うみ

辺
べ

の国
くに

だったので、ダゴンはしばしば、上 半 身
じょうはんしん

は人
ひと

、下半身
かはんしん

は 

魚
さかな

のからだを持
も

つ半魚人
はんぎょじん

として描
えが

かれました。当
とう

時
じ

の人
ひと

たちは、ダゴンが 漁
りょう

と穀物
こくもつ

の豊
ゆた

かさを 

もたらすと 考
かんが

えていました。このダゴンが自
じ

分
ぶん

たちを守
まも

ると信
しん

じて、ダゴンの名
な

前
まえ

の下
もと

で戦争
せんそう

を 

したのです。 

 

03. 契約
けいやく

の箱
はこ

はなぜ奪
うば

われたのでしょうか 

サムエルは 幼
おさな

い時
とき

から、契約
けいやく

の箱
はこ

のそばで成 長
せいちょう

しました。契約
けいやく

の箱
はこ

は、 

サムエルにとって特別
とくべつ

なものでした。ところが、その契約
けいやく

の箱
はこ

が 

奪
うば

われる事
じ

件
けん

が起
お

きました。ダゴンの名
な

前
まえ

の下
もと

で 戦
たたか

うペリシテを 

見
み

たホフニとピネハスは、エベン・エゼル地
ち

域
いき

での 戦
たたか

いに契約
けいやく

の箱
はこ

を 

持
も

ってきました。 

 ところが 戦
たたか

いに勝
か

つどころか、そこで契約
けいやく

の箱
はこ

は奪
うば

われて、ホフニと 

ピネハスは死
し

んでしまいました。さらに、その知
し

らせを聞
き

いた祭
さい

司
し

エリも死
し

んでしまいました。 

そこで、サムエルがイスラエルの士師
し し

と預
よ

言者
げんしゃ

の役割
やくわり

を担
にな

うようになったのです。 

 

 

 

私
わたし

たちの生活
せいかつ

に適用
てきよう

しよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．契約
けいやく

の箱
はこ

を奪
うば

われたあと、契約
けいやく

の箱
はこ

が通
とお

る所
ところ

すべてで事
じ

件
けん

が起
お

きました。 

   上
うえ

の地図
ち ず

の事
じ

件
けん

のあった場
ば

所
しょ

に、事
じ

件
けん

番号
ばんごう

を書
か

き込
こ

みましょう。 

①ダゴンの神像
しんぞう

が倒
たお

れてめちゃめちゃになった場
ば

所
しょ

（I サム 5:1～5) 

②神様
かみさま

がなさったことかをテストするために、牛
うし

２頭
とう

で契約
けいやく

の箱
はこ

を移
い

動
どう

させた場
ば

所
しょ

（I サム 6:9～12） 

③人々
ひとびと

に腫物
しゅもつ

ができた場
ば

所
しょ

（I サム 5:6～7) 

④ダビデが運
はこ

びだす時
とき

まで、約
やく

70年間
ねんかん

契約
けいやく

の箱
はこ

を置
お

いていた場
ば

所
しょ

（I サム 7:1～2） 

⑤非常
ひじょう

な大 恐 慌
だいきょうこう

と人々
ひとびと

に腫物
しゅもつ

ができた場
ば

所
しょ

（I サム 5:8～9) 

⑥契約
けいやく

の箱
はこ

の中
なか

を見
み

てしまったので、70人
にん

が死
し

んだ場
ば

所
しょ

（I サム 6:19) 

⑦町 中
まちじゅう

に死
し

の恐 慌
きょうこう

があり、人々
ひとびと

が腫物
しゅもつ

で打
う

たれた場
ば

所
しょ

（I サム 5:10～12） 

 

２．契約
けいやく

の箱
はこ

が通
とお

った道
みち

を→で示
しめ

しましょう（出発
しゅっぱつ

はシロ） 

ヒント：I サムエル 5～7 章
しょう

 

 

３．サムエルのミツパ運動
うんどう

は偶像
ぐうぞう

をすべて取
と

り除
のぞ

き、神様
かみさま

に悔
く

い改
あらた

めた祈
いの

り運動
うんどう

でした。 

私
わたし

が取
と

り除
のぞ

くべき偶像
ぐうぞう

をすべて書
か

いてみましょう。 

地
ち

中海
ちゅうかい

 

アシュドテ 

ガテ 

エクロン 

アフェク 

エベン･エゼル シロ 

ギルガル 

エリコ 

死海
し か い

 

キルヤテ･エアリム 

ベテ･シェメシュ 
エルサレム 



 

 

 

  

 

 
       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰサム 7:1～15 そのころ、サムエルはイスラエルの全
ぜん

家
か

に次
つぎ

のように言
い

った。「もし、あなたがたが 心
こころ

を尽
つ

くして主
しゅ

に帰
かえ

り、あなたがたの 間
あいだ

から外国
がいこく

の神々
かみがみ

やアシュタロテを取
と

り除
のぞ

き、 心
こころ

を主
しゅ

に向
む

け、主
しゅ

にのみ仕
つか

えるなら、主
しゅ

はあな

たがたをペリシテ人
じん

の手
て

から救
すく

い出
だ

されます。」そこでイスラエル人
じん

は、バアルやアシュタロテを取
と

り除
のぞ

き、主
しゅ

にのみ仕
つか

えた。それで、サムエルは言
い

った。「イスラエル人
じん

をみな、ミツパに集
あつ

めなさい。私
わたし

はあなたがたのために主
しゅ

に祈
いの

りまし

ょう。」彼
かれ

らはミツパに集
あつ

まり、水
みず

を汲
く

んで主
しゅ

の前
まえ

に注
そそ

ぎ、その日
ひ

は断食
だんじき

した。そうして、その 所
ところ

で言
い

った。「 私
わたし

た

ちは主
しゅ

に対
たい

して罪
つみ

を犯
おか

しました。」こうしてサムエルはミツパでイスラエル人
じん

をさばいた。（3～6） 

 

1.強大国
きょうだいこく

ペリシテがイスラエルに侵略
しんりゃく

してきました 

1）サムエルのことばが全
ぜん

イスラエルに行
い

き渡
わた

ったときでした（4:1） 

2）ペリシテがエベン・エゼルに陣
じん

を敷
し

きました（4:2） 

3）祭
さい

司
し

エリの家
か

族
ぞく

が主
しゅ

なる神様
かみさま

の預
よ

言
げん

どおり死
し

にました（4:12～22） 

2.ペリシテの人々
ひとびと

に契約
けいやく

の箱
はこ

を奪われました 

1）ペリシテの人々
ひとびと

は契約
けいやく

の箱
はこ

を奪
うば

ってアシュドデに持
も

っていきました（5:1） 

2）アシュドテにあったダゴンの宮
みや

に契約
けいやく

の箱
はこ

を置
お

きました（5:2） 

3）主
しゅ

なる神様
かみさま

はアシュドテの全
ぜん

地
ち

域
いき

を腫物
しゅもつ

で打
う

たれました 

 彼
かれ

らはガテに契約
けいやく

の箱
はこ

を移
うつ

しました（5:8） 

4）ガテの町
まち

に主
しゅ

の御手
み て

が下
くだ

り、非常
ひじょう

な大恐慌
だいきょうこう

が起
お

きました。 

 彼
かれ

らはエクロンに契約
けいやく

の箱
はこ

を移
うつ

しました（5:10） 

5）ペリシテの宗 教
しゅうきょう

指
し

導者
どうしゃ

たちは、償
つぐな

いをつけて契約
けいやく

の箱
はこ

をイスラエル地
ち

域
いき

に戻
もど

しました（6:1～18） 

3.サムエルがイスラエルを治
おさ

めたとき、ミツパ運動
うんどう

が起
お

きました 

1）サムエルがイスラエルの全
ぜん

家
か

族
ぞく

に「偶像
ぐうぞう

を捨
す

てなさい」と言
い

いました（7:3） 

2）サムエルはイスラエルにミツパに集
あつ

まるように言
い

い、彼
かれ

らのために主
しゅ

に祈
いの

ると言
い

いました（7:5） 

3）サムエルが全焼
ぜんしょう

のいけにえをささげる間
あいだ

に、ペリシテとの戦争
せんそう

に勝利
しょうり

して、エベン・エゼルという

名をつけました（7:6～17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊助
たす

けの石
いし

という意味
い み

を持
も

つエベン・エゼルは「ここまで主
しゅ

が 私
わたし

たちを助
たす

けてくださった」という意味
い み

で立
た

てられた

石
いし

です。 

か  

サムエルを通
とお

してミツパ運動が 

      起きました 
聖
せい

日
じつ

みことばのタイトル 
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Ⅰサム 16:1～13 サムエルはエッサイに言
い

った。「子
こ

どもたちはこれで全
ぜん

部
ぶ

ですか。」エッサイは答
こた

えた。「まだ

末
すえ

の子
こ

が残
のこ

っています。あれは今
いま

、 羊
ひつじ

の番
ばん

をしています。」サムエルはエッサイに言
い

った。「人
ひと

をやって、その子
こ

を連
つ

れて来
き

なさい。その子
こ

がここに来
く

るまで、 私
わたし

たちは座
ざ

に着
つ

かないから。」エッサイは人
ひと

をやって、彼
かれ

を連
つ

れて

来
こ

させた。その子
こ

は血 色
けっしょく

の良
よ

い顔
かお

で、目
め

が 美
うつく

しく、 姿
すがた

もりっぱだった。主
しゅ

は仰
おお

せられた。「さあ、この者
もの

に 油
あぶら

をそそげ。この者
もの

がそれだ。」サムエルは 油
あぶら

の角
つの

を取
と

り、兄 弟
きょうだい

たちの真
ま

ん中
なか

で彼
かれ

に 油
あぶら

をそそいだ。主
しゅ

の霊
れい

がそ

の日
ひ

以
い

来
らい

、ダビデの上
うえ

に激
はげ

しく下
くだ

った。サムエルは立
た

ち上
あ

がってラマへ帰
かえ

った。（11～13） 
 

1.主
しゅ

がサムエルに与
あた

えられたメッセージを祭
さい

司
し

エリに伝
つた

えました（3:1～18） 

 

2.祭
さい

司
し

エリの死後
し ご

、サムエルが祭
さい

司
し

であると同
どう

時
じ

に士師
し し

になりました（4:18） 

 

3.サムエルが指
し

導者
どうしゃ

になって、ミツパ復興
ふっこう

運動
うんどう

を起
お

こしました（7:1～15） 

 

4.サムエルはイスラエル全国
ぜんこく

を巡回
じゅんかい

して神様
かみさま

のみことばを伝
つた

えました（7:15～17） 

 

5.イスラエルの民
たみ

が求
もと

めたので、ベニヤミン族
ぞく

のサウルを初代
しょだい

王
おう

として立
た

てました（10:17～27） 

 

6.神様
かみさま

に見捨
み す

てられたサウルに代
か

わる次
つぎ

の王
おう

として、ダビデに油
あぶら

を注
そそ

ぎました（16:1～13） 

 

7.サムエルは全民族
ぜんみんぞく

の尊敬
そんけい

を受
う

ける指
し

導者
どうしゃ

になりました（25:1） 

か  

サムエルの業績
ぎょうせき

があります 聖
せい

日
じつ

みことばのタイトル 
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日
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日
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礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

をして礼拝
れいはい

をささげ 

みことばを私
わたし

の生活
せいかつ

に適用
てきよう

する 

ことまで、すべてが礼拝
れいはい

です 

 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

のチェック 
 

  聖書
せいしょ

 
 

  献金
けんきん

 

 

  筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 
 

 ＜子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

＞ 

 

 週報
しゅうほう

を読
よ

む 

 

 

一週間
いっしゅうかん

握
にぎ

るみことば 


